
【取組内容】 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 めあてとふり返り

京丹波町立和知小学校（京都府）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

児童１人１人の「問い」を学習の「めあて」にすること

これまでは、教師が学習のめ
あてを決めていた。しかし、学習
者の児童にとって、学習内容に
対する「なぜ？」は違う。1人1人
がもつ「なぜ？」こそが「問い」で
あると捉え、それを「めあて」にす
ることにした。そうすることで、児
童１人１人の主体的な学びをス
タートさせることができるように
なった。
また、学習支援ソフトやteams
を通して、他者参照が可能となり、
児童のめあてを考える際の、有
効な手段の一つとなった。



【取組内容】 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 めあてとふり返り

京丹波町立和知小学校（京都府） 【指定校】

様式Ⅰ-１

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

児童１人１人の「問い」を学習の「めあて」にすること

また、めあてからふり返りまで
一貫した学習を意識して、めあ
てに対するふり返りを丁寧にす
ることで、何を学んだのか・次
の学びに対する「問い」は何か、
などを表現することができた。
ふり返りにおいても、他者参
照させることで、友達がどのよ
うな学びをしたのかが容易に
交流できるようになった。教師
にとっても、ふり返りから次の
授業をどのように組み立ててい
くかを検討する材料になる。
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